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善
行
川
柳	

	

選
者
　
東
　
　
逸
平  

　
令
和
二
年
九
月
九
日
　
選
評

世
の
中
の
真
実
を
、
そ
の
ま
ま
ず
ば
り
書
く
の
が
文
章
で
す
け
ど
、
川
柳
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
捉
え
る
と
、

世
の
中
の
真
実
が
よ
り
一
層
は
っ
き
り
見
え
て
き
ま
す
よ
。

○
大
帽
子
　
挨
拶
さ
れ
た
が
　
大
マ
ス
ク

北
海
道

齊
藤
　
　
勉

評
／
誠
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
捉
え
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

○
も
ぎ
た
て
の
　
ト
マ
ト
を
鎌
で
　
割
る
農
夫

東
京
都

神
鳥
谷
知
己

評
／ 

《
ト
マ
ト
を
鎌
で
割
る
》
素
晴
ら
し
い
表
現
で
す
。

　
も
ぎ
た
て
の
新
鮮
な
ト
マ
ト
が
目
の
前
に
あ
る
よ
う
で
す
ね
。
新
感
覚
的
な
素
晴
ら
し
い
川
柳
で
す
。

○
マ
ス
ク
故
　
発
声
口
形
　
伝
わ
ら
ず

大
分
県

佐
藤
　
満
洋

評
／
マ
ス
ク
美
男
、
マ
ス
ク
美
女
が
街
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
ね
。
高
齢
者
に
は
、
何
を
喋
っ
て
い
る
の
が

分
か
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
素
晴
ら
し
い
作
句
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
は
、
ひ
ま
し
に
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、
善
行
川
柳
を
作
る
方
々
は
、
ひ
ま
し
に
減
っ
て
い

ま
す
ね
。
こ
れ
が
逆
だ
と
い
い
ん
で
す
け
ど
ね
。

上
州
群
馬
県
の
県
都
〝
前

橋
市
〟
は
雄
大
な
赤
城
山
、

主
峰
は
日
本
百
名
山
の
黒

檜
山
一
千
八
百
二
十
八
メ
ー

ト
ル
の
麓
に
位
置
し
て
お

り
ま
す
。
市
内
の
中
心
部

に
は
坂
東
太
郎
の
異
名
を

持
つ
利
根
川
と
広
瀬
川
が

流
れ
て
お
り
ま
す
。
東
京
都

内
か
ら
車
で
約
一
時
間
の
近

さ
で
す
が
自
然
の
豊
か
さ
と

地
方
都
市
と
し
住
人
の
暖

か
さ
も
あ
り
ま
す
。
古
く

は
〝
厩う
ま
や
ば
し橋
〟
と
い
い
戦
国
時

代
に
は
関
東
攻
略
の
要
で
あ

り
ま
し
た
。
上
杉
氏
、
武
田

氏
、
北
条
氏
が
前
橋
を
め
ぐ

り
争
っ
て
き
ま
し
た
。
後
に

徳
川
家
康
も
上こ
う
ず
け
の
く
に

野
国
現
在

の
群
馬
県
を
江
戸
の
北
の
守

り
の
要
と
し
て
重
視
し
て
お

り
ま
し
た
。
そ
の
徳
川
家
康

が
「
汝
に
関
東
の
華
を
と
ら

す
」
と
言
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
前
橋
に
は
徳
川
幕
府

の
名
門
四
大
名
家
、
酒さ
か
い井

雅う
た
の
か
み

楽
頭
家
・
松ま
つ
だ
い
ら
や
ま
と
の
か
み

平
大
和
守
家
・

秋あ
き
も
と
え
っ
ち
ゅ
う
の
か
み

元
越
中
守
家
・
牧ま
き
の野

駿す
る
が
の
か
み

河
守
家
の
歴
代
当
主
の
墓

や
菩
提
寺
が
点
在
し
て
お
り

ま
す
。

毎
年
秋
に
は
前
橋
の
基
礎

を
つ
く
ら
れ
た
四
大
名
家
を

顕
彰
す
る
【
前ま
え
ば
し
し
こ
う
さ
い

橋
四
公
祭
】

が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
こ
の
行
事
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
以
下
、
四
大
名

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

前
橋
支
部

前
橋
の
歴
史
散
歩
の
ご
案
内

名
門
・
四
大
名
家
の
ご
紹
介

家
の
詳
細
を
記
し
ま
す
。
酒

井
雅
楽
頭
家
・
初
代
重
忠
か

ら
十
五
代
忠た
だ
て
る顕
ま
で
の
酒
井

家
歴
代
藩
主
の
墓
所
【
前
橋

市
指
定
重
要
文
化
財
】
は
徳

川
家
康
の
祖
父
松
平
清
康
が

創
建
し
た
、
大た
い
し
ゅ
さ
ん

珠
山
是ぜ
の
じ
で
ら

字
寺

龍り
ゅ
う
か
い
い
ん

海
院
に
あ
り
ま
す
。
是
字

の
〝
是
〟
は
、
日
の
下
の
人

で
や
が
て
は
天
下
人
に
な
る

と
予
言
さ
れ
た
と
の
事
。
松

平
大
和
守
家
・
は
家
康
の
次

男
秀
康
に
始
ま
り
ま
す
が
第

五
代
藩
主
朝と

も
の
り矩
か
ら
第
十
二

代
直
方
ま
で
前
橋
藩
主
し
て

お
仕
え
を
し
た
秋
元
越
中
守

家
は
初
代
長
朝
、
二
代
泰
朝

が
新
田
開
発
と
天
狗
岩
用
水

を
開
削
し
た
が
そ
の
後
、
総

社
藩
は
廃
藩
と
な
り
ま
し
た
、

牧
野
駿
河
守
家
・
初
代
上
野

国
大
胡
城
主
康や
す
な
り成
は
小
藩
で

あ
っ
た
が
常
在
戦
場
を
家
訓

と
し
て
お
り
ま
し
た
。
大
胡

城
牧
野
氏
祭
り
は
毎
年
、
七

月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
他
に

も
織
田
信
長
の
四
天
王
の
一

人
滝
川
一
益
ゆ
か
り
の
長
昌

寺
は
延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）

　　
青 

森 

支 

部

愛
マ
ス
ク
の
寄
贈
に
つ
い
て

第
三
十
回　

日
本
善
行
会

芸
能
チ
ャ
リ
テ
ィ
が
昨
年

の
四
月
七
日
、
リ
ン
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森

の
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
十
回
の
節
目
に
あ
た

り
、
日
本
善
行
会
か
ら
勝
野

堅
介
会
長
、
相
澤
克
也
副
会

長
を
お
招
き
し
て
、
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

芸
能
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
終
了

後
、
お
二
人
に
は
、
ア
ラ
ス

カ
会
館
に
お
い
て
行
わ
れ

た
記
念
式
典
、
祝
賀
会
に
も

ご
臨
席
を
賜
り
、
会
員
一

同
、
感
謝
、
感
激
の
気
持
ち

で
一
杯
で
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

芸
能
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
売
り

上
げ
の
一
部
は
、
毎
回
青
森

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

付
し
て
い
ま
す
。

第
三
十
一
回　

芸
能
チ
ャ

リ
テ
ィ
は
、
令
和
二
年
三
月

八
日
に
行
う
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
蔓
延
に
よ
り
、
予
定
し
て

い
た
会
場
の
使
用
許
可
が

得
ら
れ
ず
、
五
月
六
日
に
延

期
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
延

期
と
な
り
、
結
局
、
令
和
三

年
二
月
二
十
三
日
の
開
催

予
定
と
な
り
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
の
終
息
待
ち
わ

び
て　

一
針
一
針
幸
あ
れ

と　

願
い
祈
る
愛
マ
ス
ク
」

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延

に
よ
り
、
事
業
活
動
が
制
限

さ
れ
る
中
、
支
部
の
会
員
は

現
場
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
戦
っ
て
い
る
人
た
ち
に
、

感
染
防
止
用
マ
ス
ク
（
愛
マ

ス
ク
）
を
届
け
た
い
と
考

え
、
佐
藤
支
部
長
を
は
じ

め
、
会
員
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
不
織

布
等
を
利
用
し
て
、
一
針
一

針
精
魂
込
め
て
手
縫
い
し
、

二
千
枚
を
作
成
し
ま
し
た
。

愛
マ
ス
ク
は
、
各
機
関
、
施

設
等
に
寄
贈
し
、
大
変
喜
ば

れ
ま
し
た
。

〇
愛
マ
ス
ク
の
寄
贈
機
関
等

（
一
機
関
当
た
り　

百
五
十

枚
）
青
森
県
、
青
森
市
、
桐

紫
苑
（
介
護
老
人
保
健
施

設
）、
徳
誠
園
（
障
害
者
支

援
施
設
）
そ
の
他
愛
マ
ス
ク

は
、
第
三
十
一
回
日
本
善
行

会
芸
能
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
来

場
者
に
も
配
布
す
る
予
定

で
す
。

ま
た
、
令
和
三
年
度
は
、

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
交
流

会
も
青
森
支
部
主
催
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
時
は
、

厩
橋
城
を
築
く
と
と
も
に
城

内
に
創
建
さ
れ
た
寺
で
新
明

宮
は
太
田
道
灌
が
前
橋
城
の

鬼
門
除
け
と
し
て
社
殿
を
造

営
し
た
も
の
で
す
。
な
お
、

新
陰
流
の
剣
聖
上
泉
信
綱（
正

式
名
は
上
泉
伊
勢
守
秀
綱
）

は
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）

上
泉
城
に
生
を
受
け
自
ら
が

創
立
出
し
た
新
陰
流
を
足
利

十
三
代
将
軍
義
輝
に
披
露
。

最
高
の
技
を
柳
生
宗
巌
・【
石

舟
斎
】・
に
相
伝
し
た
。
兵
法

栁
生
新
陰
流
の
流
祖
で
唯
一

の【
剣
聖
】と
謡
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
新
陰
流
祖
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
収
束
し
た
後
、

是
非
と
も
、
上
州
・
前
橋
に

訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

終
息
し
て
い
る
こ
と
を
み

ん
な
で
願
っ
て
い
ま
す
。
元

気
に
皆
様
と
会
え
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

青
森
支
部
よ
り

　
　
　
　

愛
を
こ
め
て
‼

酒井雅楽頭家の「駕籠」

松平大和守家の「御
お て ぎ ね

手杵の槍
やり

（複製）」

秋元越中守家の
「赤

あかいとおどしおおざねおおよろい

糸威大札大鎧」

牧野駿河守家の
「前橋城主 酒井公の茶釜」

東
逸
平
（
本
名
寺
門
栄
）
氏
「
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
」＜

善
行
川
柳＞

の
選

者
＝
元
東
芝
レ
コ
ー
ド
専
属
作
詞
家
＝ 

去
る
九
月
十
九
日
、
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。（
九
十
歳
）
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

訃
　
報

お

知
　ら

せ

「
選
者　

東
逸
平
」
の
「
善
行
川
柳
」
の
掲
載
は
、
今
号
を
も
ち
ま
し
て
終

了
い
た
し
ま
す
。
長
い
間
の
ご
愛
読
と
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
逸
平
氏
を
偲
ぶ

　
日
本
善
行
会
会
長

勝
野
　
堅
介

「
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
」
に

長
年
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ

れ
て
き
た
「
善
行
川
柳
」
の

選
者
東
逸
平
氏
の
突
然
の

訃
報
に
驚
き
、
深
い
悲
し
み

に
沈
ん
で
お
り
ま
す
。

「
善
行
川
柳
」
は
毎
号
楽

し
み
に
愛
読
し
て
き
ま
し

た
が
、
ず
っ
と
選
者
を
務
め

て
来
ら
れ
た
東
氏
の
心
の

こ
も
っ
た
選
評
や
コ
メ
ン

ト
が
こ
れ
か
ら
は
読
め
な

く
な
る
こ
と
は
誠
に
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。

東
逸
平
（
本
名
寺
門
栄
）

氏
は
、
昭
和
四
十
九
年
に
身

体
障
害
者
入
所
施
設
を
開

設
し
て
、
障
害
者
の
生
活
支

援
を
行
う
と
と
も
に
障
害

者
が
働
く
為
の
売
店
を
開

設
し
、
社
会
参
加
を
促
し
、

障
害
者
の
生
き
が
い
対
策

を
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
韓
国
の
大
学
生
も

受
け
入
れ
て
日
本
の
福
祉

を
経
験
さ
せ
る
な
ど
、
日
韓

親
善
に
も
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。平

成
二
十
八
年
に
は
善
行

金
章
を
受
賞
さ
れ
、
千
葉
県

支
部
副
支
部
長
・
広
報
委
員

長
と
し
て
も
千
葉
県
支
部

広
報
紙
「
し
お
さ
い
」
の
発

行
な
ど
、
多
大
の
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

善
行
川
柳
は
平
成
二
〇
年

（
二
〇
〇
八
年
）
四
月
か
ら

掲
載
さ
れ
、
今
回
ま
で
の

十
二
年
間
に
わ
た
り
、
選
者

と
し
て
掲
載
作
品
の
選
考

と
選
評
に
あ
た
っ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

改
め
て
東
氏
の
善
行
活
動

に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
日
本
善
行
会
に
対
す
る

ご
貢
献
に
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。


